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　新
穀
感
謝
祭
が
11
月
16
日
に
石
狩
八
幡

神
社
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
役
員
13
名
、
部
長
3
名
に
て
執
り
行

い
、
神
官
の
祝
詞
奏
上
の
後
、
参
列
者
が

玉
串
奉
奠
を
捧
げ
厳
か
に
五
殻
豊
穣
、
組

合
員
皆
様
の
家
内
安
全
と
無
病
息
災
を
御

祈
願
し
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　今
年
度
米
穀
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初

契
約
予
定
数
量
3
9,
4
3
6
俵
に
対
し
、

4
0,
6
9
1
俵
（
11
月
30
日
現
在
）
と
な

っ
て
お
り
、
1
等
米
比
率
1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
共
撰
選
果
物
に
つ
い
て
は
、
販

売
高
1
0
億
1,
0
2
4
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
（
10
月
30
日
現
在
）

来年も更に豊穣の年になります様にと御祈願

（10月末実績）

■平成28年度の金沢市場向けの
　青果物販売金額は次のとおり

ブロッコリー

人参

大根

ミニトマト

さやえんどう

スナップえんどう

　　合　計

177,531千円

60,060千円

25,865千円

26,993千円

5,795千円

1,755千円

297,999千円

平
成
28
年
度

　

　
　

  

新
穀
感
謝
祭

　当
Ｊ
Ａ
へ
石
川

県
金
沢
市
長
よ
り

金
沢
市
中
央
卸
売

市
場
（
丸
果
石
川

中
央
青
果
㈱
）
へ

の
品
質
・
規
格
と

も
優
秀
な
青
果
物

を
継
続
的
に
多
量

に
出
荷
し
、
金
沢

市
場
の
発
展
と
金

沢
市
民
の
食
生
活

安
定
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
に
対

し
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　丸
果
石
川
中
央
青
果
㈱
に
は
、
７
月
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
は
じ
め
人
参
、
大
根
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
さ
や
え

ん
ど
う
の
共
撰
品
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
長

芋
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
も
出
荷
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
金
沢
市
よ
り

　

　
　
　
　感
謝
状
を
授
賞

　11
月
25
日
、
石
狩
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

石
狩
市
産
業
経
済
功
労
賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
花
畔
北

区
の
坂
井
健
吉
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　主
な
功
労
・
功
績
・
善
行
と
し
て
農
業
協
同
組
合
の

理
事
と
し
て
15
年
間
に
亘
り
農
協
運
営
と
農
業
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
在
任
中
は
、
営
農
・
経
済
委
員
長
と
し

て
1
期
3
年
、
管
理
・
金
融
委
員
長
と
し
て
2
期
6
年

努
め
ら
れ
、
石
狩
市
の
農
業
振
興
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
17
年
か
ら
は
、
石
狩
市
農
業
所
得
協

力
委
員
会
の
副
会
長
を
5
年
間
、
平
成
22
年
か
ら
は
会

長
に
就
任
し
、
農
業
簿
記
・
青
色
申
告
の
普
及
や
税
申

告
を
通
じ
て
市
全
体
の
農
業
者
の
所
得
の
向
上
、
安
定

に
寄
与
さ
れ
現
在
も
続
け
て
お
り
、
長
年
多
岐
に
わ
た

り
石
狩
農
業
の
発
展
の
た
め
に
努
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　坂
井
さ
ん
は
今
回
の
受
賞
に
対
し
て
「
組
合
長
を
は

じ
め
と
す
る
農
協
役
職
員
、
地
域
の
組
合
員
の
支
え
が

あ
っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
受
賞
の
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

花
畔
北
区

　坂
井
健
吉
氏

　
　

石
狩
市
産
業
経
済
功
労
賞
受
賞



後
志
・
石
狩
地
区
合
同
J
A
青
年
部
研
修
会
開
催

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

　後
志
・
石
狩
地
区
合
同
J
A
青
年
部

研
修
会
が
11
月
9
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
J
A

青
年
部
か
ら
は
6
名
が
参
加
、
総
勢

2
4
2
名
の
J
A
青
年
部
員
が
出
席
し

自
己
の
研
鑽
と
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　午
前
の
研
修
会
で
は
後
志
地
区
の
自

ら
の
農
業
体
験
を
発
表
す
る
「
青
年
の

主
張
発
表
会
」、
石
狩
地
区
の
「
活
動
実

績
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
、「
力
強
い
農
業
」
と

は
、「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
」

と
は
何
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
参

加
者
全
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
に
当
Ｊ
Ａ
青
年
部

を
代
表
し
て
紺
田
直
也
君
が
出
場
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
１
回
戦
で
敗
退
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
更
に
純
農
ボ
ー
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
石
狩
地
区
を
代
表
し
て
成
田
和
広

君
が
12
月
1
日
の
全
道
Ｊ
Ａ

青
年
部
大
会
に
出
場
す
る

為
、
お
披
露
目
と
し
て
増
田

青
年
部
長
の
紹
介
の
あ
と
出

場
す
る
意
気
込
み
等
を
発
表

し
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
会
で
、
新
し

く
意
見
交
換
な
ど
で
盟
友
同

志
議
論
を
交
え
る
こ
と
で
、

更
に
青
年
部
の
存
在
意
義
を

再
認
識
し
よ
り
一
層
の
意
識

向
上
を
は
か
る
こ
と
の
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
大
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会
開
催

　11
月
10
日
〜
11
日
、

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ガ
ト
ー
キ

ン
グ
ダ
ム
サ
ッ
ポ
ロ
に
お

い
て
、
平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ

北
海
道
女
性
大
会
・
北
海

道
家
の
光
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
役

員
8
名
を
含
む
5
5
0
名

が
全
道
各
地
か
ら
参
加
致

し
ま
し
た
。（
株
）
Ｕ
Ｆ

Ｐ
Ｆ
代
表
取
締
役
、
西
原
憲
一
氏
が
講
演
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い

て
」
が
開
催
さ
れ
た
他
、
書
類
審
査
の
上
、
上
位
3
名
に
よ
る
家
の
光
記
事
活

用
体
験
発
表
、
食
料
・
農
業
・
農
村
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
金
義
昭
氏
が
講
演

「
今
日
の
自
分
が
一
番
若
い

　〜
い

の
ち
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
飛
田
会

長
も
参
加
さ
れ
、
各
地
区
か
ら
ユ
ニ

ー
ク
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
カ
ラ
オ

ケ
で
会
場
は
大
変
賑
わ
い
親
睦
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
2
日
目
に
は
持
ち

寄
り
読
書
会
が
開
催
さ
れ
た
他
、
大

会
運
営
者
（
執
行
部
）
に
よ
り
「
新

た
な
組
織
強
化
基
本
方
針
の
策
定
」

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
、
大
会
参
加
者
に
よ
る
全
体
協
議

が
行
わ
れ
、
女
性
も
正
組
合
員
に

な
っ
て
Ｊ
Ａ
経
営
へ
の
積
極
的
な
参

加
・
参
画
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
が

ん
ば
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
と
大
会
を

終
え
ま
し
た
。

中央会飛田会長の懇親会挨拶の様子

純農ボーイコンテストに出場する成田和広さん（右）



3

食
と
農
の
未
来
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

と
れ
の
さ
と
長
イ
モ
・
ご
ぼ
う
即
売
会
開
催

　11
月
13
日
、
石
狩
農
業
の
未
来

に
つ
い
て
農
業
者
の
み
な
ら
ず
、

一
般
市
民
も
一
緒
に
考
え
る
機
会

と
し
て
石
狩
市
市
制
施
行
20
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
第
3

回
い
し
か
り
食
と
農
の
未
来
づ
く

り
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　今

回
は
、
地
域
力
が
つ
く
る
農

業
の
高
付
加
価
値
化
「
〜
地
域
資

源
を
知
る
・
見
つ
け
る
・
つ
な
が

る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ら
に
は
、

そ
の
際
に
市
民
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
？
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
そ

し
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　事
例
報
告
に
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ

焼
酎
『
芋
男
氣
』
」
の
取
り
組

み
を
青
年
部
を
代
表
し
て
増
田

崇
紘
部
長
が
、
「
落
花
生
研
究

会
」
の
取
組
を
落
花
生
研
究
会

（
準
備
会
）
須
藤
聖
治
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
等
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　終
了
後
に
は
交
流
会
を
行

い
、
落
花
生
を
使
っ
た
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
、
炊
き
込
み
ご
飯
等
の

試
食
や
冷
凍
ゆ
で
落
花
生
の
販

売
、
サ
ツ
マ
イ
モ
焼
酎
「
芋
男

氣
」
の
試
飲
、
販
売
な
ど
を
行

い
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
高
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
に
て
11
月
12

日
、
13
日
の
二
日
間
の
日
程
で
長
イ

モ
・
ご
ぼ
う
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
両
日
共
に
生
憎
の
空
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、
長
年
好
評
を
頂
い
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
沢
山
の
お
客
様
が
来

場
さ
れ
、
12
日
は
今
年
一
番
の
売
上
と

な
り
、
昨
年
の
長
イ
モ
・
ご
ぼ
う
即
売

会
で
記
録
し
た
過
去
最
高
売
上
記
録
を

上
回
り
、
両
日
で
5
9
5
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

　「
毎
年
、
本
州
の
親
戚
が
石
狩
の
長

イ
モ
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
」
と
贈

り
物
に
さ
れ
る
お
客
様
が
多
い
ほ
か
、

4
㎏
袋
売
り
の
ご
ぼ
う
も
好
調
な
売
れ
行
き
と
な
り
ま
し
た
。

　と
れ
の
さ
と
は
、
長
年
の
お
客
さ
ま
の
要
望
に
お
応
え
し
、
新
た
な
試
み
と

し
て
12
月
か
ら
翌
3
月
ま
で
冬
期
営
業
も
行
い
ま
す
。
冬
期
営
業
時
間
は
10
時

か
ら
15
時
ま
で
、
定
休
日
は
毎
週
月
曜
日
と
変
更
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

更に今年も大勢のお客様で賑わいました
過去最高売上記録を達成しました

落花生研究会、須藤聖治会長のプレゼンテーション

青年部代表として、事例報告をする増田崇紘部長



　11
月
8
日
、
当
農
協
2
階
大
会
議
室

に
お
い
て
、
ホ
ク
レ
ン
札
幌
支
所
（
関

根
支
所
長
以
下
9
名
）
と
当
農
協
（
役

員
、
青
年
・
女
性
部
3
役
、
職
員
計
20

名
）
と
の
一
日
ホ
ク
レ
ン
（
意
見
交
換

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
会
合
は
ホ
ク
レ
ン
の
行
っ
て
い

る
事
業
を
よ
り
理
解
い
た
だ
く
事
と
農

協
や
生
産
者
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
、

よ
り
一
層
の
組
合
員
の
た
め
の
組
織
作

り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
、
ホ
ク
レ
ン
よ

り
米
麦
農
産
課
、
生
産
資
材
課
、
農
機

燃
料
自
動
車
課
、
営
農
支
援
室
そ
し
て

ホ
ク
レ
ン
総
体
の
事
業
概
況
の
説
明
が

あ
り
、
ま
た
、
現
状
行
っ
て
い
る
資
材

コ
ス
ト
低
減
対
策
へ
の
取
組
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
青
年
部
を
中
心
に
「
米
穀
の

価
格
の
変
動
要
因
や
海
外
に
売
り
込
み
へ

の
状
況
」
「
資
材
、
ス
タ
ン
ド
で
の
ホ
ク

レ
ン
品
目
に
対
す
る
価
格
低
減
」
「
有
機

農
産
物
の
販
路
」
な
ど
の
意
見
、
要
望
に

対
し
て
ホ
ク
レ
ン
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
閉
会
に
あ
た
り
中
村
代
表
理
事

組
合
長
よ
り
農
協
と
ホ
ク
レ
ン
と
が
よ
り

強
く
事
業
連
携
し
低
コ
ス
ト
な
生
産
資

材
、
燃
料
等
の
供
給
、
農
産
物
の
販
売
戦

略
の
拡
充
を
図
り
生
産
者
個
々
の
所
得
の

向
上
、
安
定
経
営
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

生
産
者
の
声
を
原
点
に
！

　
　
　
　
　一
日
ホ
ク
レ
ン
開
催
さ
れ
る

増田青年部長の意見・要望の様子

16019990039



Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
集

　毎
月
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・

中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
は
、
11
月
2
日
に
開
催
し

た
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
発
信
し
た
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
お
伝
え
し
ま
す
。

　「Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
昨
年
の
第
28

回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
決
議
事
項
に
対
す
る
実
践
機
運
を
高
め

る
こ
と
等
を
目
的
に
「
農
業
所
得
20
％
増
大
」
と
「
5
5
0
万
人

サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
決
議

事
項
の
実
践
状
況
を
発
信
し
ま
し
た
。

　以
降
、メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　私
た
ち
は
大
会
決
議
事
項
で
あ
る
「
所
得
20
％
増
」

「
担
い
手
倍
増
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
5
5
0
万
人
づ
く
り
」

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
人
づ
く
り
」等
、
息
の
長
い
取
り
組

み
を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　今
後
も
、協
同
の
理
念
の
も
と

で
着
実
に
実
践
を
積
み
重
ね
、農

業
・
Ｊ
Ａ
の
意
義
を
グ
ル
ー
プ

内
外
に
積
極
的
に
発
信
し
続
け

な
が
ら
、北
海
道
農
業
の
価
値
を

高
め
て
行
く
こ
と
で
道
民
や
国

民
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　『
販
売
・
購
買
・
営
農
支
援
を
三
位
一
体
と
す
る

事
業
運
営
』
を
基
本
戦
略
と
し
、「
価
値
向
上
」「
生
産

性
向
上
」「
コ
ス
ト
低
減
」
の
実
践
を
通
じ
て
「
農
業
所

得
の
向
上
」を
目
指
す
と
と
も
に
、
経
営
の
合
理
化
に

よ
る
配
当
の
向
上
、

主
要
品
目
全
般
に
お

け
る
手
数
料
の
引
き

下
げ
、
各
種
奨
励
施

策
の
実
施
な
ど
、
生

産
者
・
会
員
Ｊ
Ａ
へ

の
最
大
限
の
還
元
に

努
め
「
皆
様
に
選
ば

れ
る
ホ
ク
レ
ン
」
を

目
指
し
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　厚
生
連
は
、設
立
以
来「
農
民
の
健
康
保
持
と
生
活

文
化
の
向
上
」を
目
指
し
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
と
農
村
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。今
後
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
守
る

生
活
基
盤
と
し
て
の
機
能

発
揮
と
、道
民
と
食
と
農

で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー

5
5
0
万
人
づ
く
り
へ
の

貢
献
を「
医
療
・
健
康
管

理
・
高
齢
者
福
祉
・
配
置

薬
」の
視
点
か
ら
推
進
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 Ｊ

Ａ
北
海
道
厚
生
連

　「相
互
扶
助
」を
事
業
活
動
の
原
点
に「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
の
総
合
保
障
」
に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
引
続
き
農
業

経
営
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
と
、Ｊ
Ａ
支
援
の
強

化
を
重
点
事
項
と
し
て
、

地
域
密
着
の
社
会
貢
献

活
動
を
展
開
し
な
が
ら

組
合
員
・
利
用
者
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
て
サ

ポ
ー
タ
ー
5
5
0
万
人

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　新
規
担
い
手
倍
増
、
農
業
所
得
増
大
の
取
組
と
し

て
、
各
連
合
会
が
連
携
し
て
の
「
後
継
者
親
元
就
農
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
」
等
へ
助
成
支
援
す
る
『
担
い
手
確
保
・

育
成
支
援
事
業
』
の
実
施
や
後
継
者
等
向
け
に
借
換
に

よ
る
償
還
負
担
軽
減
を
図
る
資
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
5
5
0
万
人
サ
ポ

ー
タ
ー
づ
く
り
と
し
て
コ
ン

サ
ド
ー
レ
通
帳
の
発
行
、
親

子
料
理
教
室
、「
ド
ド
ー
ン
貯 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
等
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。今
後
も
、
選
ば

れ
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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(1)

(2)

(3)

平成28年暖候期の気象経過(新篠津アメダス)

平成28年春の融雪期は4月5日で平年より6日早く、ほ場の乾燥が順調に進んだことから、畑地の耕期盛期は平年よ
り7日早い5月1日、水田の耕期盛期は平年より2日早い5月6日となった。
5月は高温多照に経過したが6月は一転して低温日照不足となった。5月6半旬以降の断続的な降雨に加えて6月4半
旬にはまとまった降雨があり、この期間だけで平年の3倍を超える降水量となった。
8月には台風7号、9号、11号が相次いで北海道に上陸したことから、8月4半旬の降水量は平年の10倍を記録し、一
部地域では作物や施設で大きな被害を受けた。

(1)
(2)
(3)

(4) 

(5)

は種期は平年より2日早く、出芽は良好であった。
育苗後期の日照時間が多く、苗質はやや徒長気味となった。
移植作業は順調に進み活着は早かったが、苗の徒長と強風により植え
傷みが生じ、初期分げつの発生が緩慢であった。
6月4半旬までの低温・日照不足により進んでいた生育は幼穂形成期で
平年並に戻り、出葉数が多かったことから止葉期及び出穂期は遅れ気
味となった。
穂数が多かったことから登熟は緩慢になり収穫作業が遅れていたが、相
次ぐ台風の上陸に伴う断続的降雨により、収穫終は平年より9日遅れと
なった。

平成28年度気象経過並びに主要農作物の生育状況
 1  気象経過

 2  生育の概要

水  稲 ～ななつぼし（中苗)～

(1)

(2)

(3)
(4) 

(5)

(6)

降雪量が少なく融雪が早かったため起生期は平年より10日早まり、冬
損の被害も少なかった。
起生期頃の適度な降雨により追肥の効果が高く現れ、草丈・茎数は平年
を大きく上回った。
6月4～5半旬にかけての低温・日照不足により、登熟は緩慢になった。
成熟期の生育は草丈・茎数が平年を大きく上回り、一部ほ場で倒伏が見
られた。
収穫始は平年並だったが、その後の降雨により収穫終わりは平年より4
日遅れた。
調製中の麦は細麦傾向が見られ、収量は昨年を下回った。

秋  ま  き  小  麦 ～きたほなみ～





理事会だより

16日

17日

28日

29日

30日

定例理事会

新穀感謝祭

地区別懇談会（北生振・大曲・八幡・個人）

地区別懇談会（花畔地区・美登位）

第3四半期自治監査～30日 

地区別懇談会（生振地区）

地区別懇談会（五の沢・高岡１～５）

訃

　報

高
岡
第
一

三
宅

　徳
明

享
年
八
十
五
歳

平
成
二
八
年

十
一
月
五
日
逝
去

生
振
第
七
組
合

横
山

　力

享
年
八
十
八
歳

平
成
二
八
年

十
一
月
九
日
逝
去

生
振
第
四
組
合

阿
部

　清
美

　

享
年
九
十
一
歳

平
成
二
八
年

十
一
月
二
五
日
逝
去

　1日

2日

4日

8日

11日

12日

13日

11月のあゆみ

第10回定例理事会　～11月16日～

◆ 審 議 事 項 ◆
①
②
③
④

出資金の減口について      
規程の一部変更について      
除雪業者の選定について      
人事管理制度について 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

農産物出荷状況等について       
援農隊マッチング支援事業について       
余裕金運用状況報告について       
組合員加入・脱退状況について       
内部審査結果報告について       
お歳暮の対応について       
事業進度状況について       
年末手当の支給について       
農業委員会総会について 

◆ 報 告 事 項 ◆

第３回石狩地区農協農政対策委員会

ＪＡ北海道大会実践フォーラム 

巡回ドック（本店）

経営会議

企画会議

長芋・ごぼう即売会（とれのさと）

いしかり食と農の未来づくりフェスタ

前回合併号で、ご案内しま
した2トン貨物の売却につ
いて申込締切日を、下記の
通りとさせて頂きます。

※ 申込締切日：平成28年12月15日（木）※ 申込締切日：平成28年12月15日（木）

年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ総 務 課

各事務所

本

　店

花

　畔

金融共済課
総　務　課

花 畔 支 店

八幡給油所

花畔給油所

営農経済部

1月1日（日）
 ～3日（火）

休　　業

休　　業

休　　業

休　　業

1月5日
（木）

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休　　業

通常営業

通常営業

通常営業

1月4日
（水）

12月29日
（木）

通常営業

休　　業

通常営業

通常営業

通常営業

12月31日
（土）

休　　業

休　　業

午前中まで
営　　   業

休　　業

12月30日
（金）

休　　業

通常営業

通常営業

通常営業

ＪＡバンクキャッシュカード紛失協同受付センター　

事故受付：ＪＡ共済事故受付センター（365日24時間対応）

【休日24時間対応】【平日17時～翌日9時】

 連絡先　0120－258－931 （フリーダイヤル）

 連絡先　0120－944－904（フリーダイヤル）

年末年始の休業期間中
事故対応（カード・
届出印・通帳の紛失）

年末年始の休業期間中
事故対応（交通事故
車 両 ト ラ ブ ル 等 ）

7：00～18：00 8：00～17：00
ピット作業は休業

通常営業
ATMは17：00まで



池　端　　優 さん

○プロフィール

　亡くなった祖父の酪農経営を若い頃よりいつか
引き継ごうと考えていました。

就農に至った理由は？

　現在ホルスタイン（乳牛）の育成を行っていますが、酪農家の減少により出回る子牛が少なく、現
在高騰（数年前の２倍）しており手に入れにくいという問題があります。
　しかし自家（牛糞）堆肥を野菜の生育に利用する事ができ、自信を持って野菜をとれのさとに出荷
しています。

就農してみての現在の感想は？Q

Q
　今後、乳牛だけではなく、黒毛和牛の育成を行って、将来的には「樽川ビーフ」ブランドを広
めていきたいと考えています。

将来の目標や予定は？

出 身 地

就 農 前 の 職 業

就農地区と就農年数

石狩市樽川
作曲家（商業音楽）舞台音楽・クラシック・ロック等　
樽川一班　　
平成27年1月より、1年10ヶ月程。

Q

　現在ホルスタイン（乳牛）の育成を行っていますが、酪農家の減少により出回る子牛が少なく、現

作曲家（商業音楽）舞台音楽・クラシック・ロック等　

平成27年1月より、1年10ヶ月程。

とれのさと（直売所）
メインに
出荷しています。

ア ス パ ラ

に ん に く

とうもろこし

落 花 生

１００アール

１アール

２０アール

０.５アール

栽培作物は？Q


